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研究成果の概要（和文）：本研究では，学習者自身が「自らの学びを組み立てる力」を養成できる支援手法の提
案を支援手法について開発した．初学者向けの学習課題分析手法を，他者から学ぶ比較活動とストーリーと組み
合わせ，教授設計の学習過程を教授設計理論の非専門家が広く活用できる手法として構築した．課題分析には，
課題洗い出しと課題の階層化の大きく二つの活動があることを整理し，教育方法を学ぶ学生を対象に個人とグル
ープワークを組み合わせて課題分析に取り組み検証を重ねた．利用者もおおむね実感することができたが，活動
のポータビリティを高めることが期待される．

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined a proposal for a support method that enables 
learners to develop “the ability to construct their own learning” and verified it through repeated
 practice. By combining a learning task analysis method for beginner learners with comparative 
activities and stories so as to learn from others, we empirically verified the learning process of 
instructional design and worked to develop a method that can be widely used by non-specialists in 
instructional design theory. We organized the task analysis around two major activities, task 
identification and task stratification, and conducted verification by combining individual and group
 work with students studying educational methods. The users were able to generally realize the 
results, but it is expected that the portability of the activities will be improved.

研究分野： 教育工学

キーワード： 学習支援　教授設計理論　課題分析図　ストーリー型　RMモデル

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では教授設計スキルを広く一般に活用可能なツールやプロセスとしてどのように展開できるのか課題分析
図を例として，課題分析プロセスを共同的な学びを意識した支援手法として検討し，その手法を用いた実践を重
ね，実際に学習者が学習成果を共有し，学び合いから学習成果の質を高めていくことができるかを実践した点に
特徴がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
＜教授設計スキルの一般応用の可能性＞ 
教授設計スキルとは、目的や対象に合わせて学習活動を組み立てる力である。基本的には教育

実施者に必要なスキルとみなされている。教授設計スキルを身に付けることは、学び方を学ぶた
めに有効との考えからである。しかし，広く一般に活用可能なツールやプロセスは開発されてい
ない。 
＜他者からの学びを促進する RM モデルの援用＞ 
リフレクションは学習活動や成果を客観的に見る力として有効である。しかし、初めから自発

的にその力を発揮することは難しい。実施者らが考えた RM モデル（リフレクションメタモデ
ル）の活用を考えた。RM モデルでは、成功・失敗体験を織り交ぜたモデルを提示する。学習者
はそれらのモデルの学びや学習成果を「他人ごと」として分析する。これにより学習者は自身の
学習から一歩離れ、新しい視座を獲得し、振り返り（リフレクション）の質が向上する。本研究
にもこの RM モデルを導入し、受け入れやすい「他人ごと」として他者の事例を提示し、概念の
理解を促すこととする。 
 
このような背景から、本研究では、次に示す２つの問いを追及していくことが必要と考えた。 
１）教授設計の一手法である学習課題分析を初学者の自律的な学習支援に導入するためには、ど
のような方法が効果的であるか 
２）ストーリーと RM モデルを組み込んだ学習設計支援ツールは、学習者にどのような支援を
もたらすか 
 
２．研究の目的 
 教育実施者向けの知識・スキルである教授設計を学ぶ際は、学習者自身でテーマから計画・実
施までを主体的に取り組む実践的な手法がとられることが多い。しかし、初学者にはこの活動は
ハードルが高い。なぜなら、教授設計の過程では緻密な作業が求められ、その活動の複雑さが学
習意欲を妨げやすいためである。また、詳密な作業に気を取られ、全体を俯瞰して調整する視座
を見失う可能性もある。そこで本研究では、学習者が入り込みやすいストーリーから他者との比
較を通じて基礎を学ぶ手法を提案する。 
 
３．研究の方法 
（1）初学者向け学習課題分析手法の開発 
 対象とする学習者像を経験者の学習成果や体験を踏まえて整理する。 
（2）RM モデルを活用した他者比較による学習設計支援活動の開発 
 課題分析手法を用いた協同的な学びを実践し、理解を深めることを意図した実践を行う。 
 
４．研究成果 
（1）学生へのインタビュー 
 対象とする大学生に８名にインタビューを実施した。グループ活動についての意見のほか、コ
ロナ禍での学習の方法が変化しつつある時期であったことも踏まえ、授業外の個別学習の時間
の確保や学習の仕方についても確認した。グループ活動など学び合う活動への意義を受け入れ
つつも、時間割などで、授業外にグループで検討する時間は、本人らも思うように取れないこと
が分かった。 
 
（2）課題分析の活動分析 
学習者が将来を見据えて達成したい目標を想定し，目標達成のための課題分析をどのように行
うか，個人とグループワークを導入の場合に分けて整理した（図１）[1] [2]．課題分析には，課
題洗い出しと課題の階層化の大きく二つの活動があり，階層化の活動はグルーピング・関連づ
け・レビュー（確認/調整）に細分化できた．ストーリーを導入すれば個人作業の負担感を軽減
することが見込める．他者から学ぶ機会としてグループ活動を設定できる場合，どのタイミング
で共有させるかによって，個人活動のウエイトが異なる．以下の点が課題分析の活動ポイントと
なる．  
・与えられた事例（RM モデルを参考にしたケース）から，学習内容を洗い出しリスト化するこ
とができる 
・与えられた事例からリスト化した学習内容のグループ分けができる 
・与えられた事例のグループ分けされた学習内容を学習順番に並べ替え・関連づけられる 
 
 
 
 



 表１ 課題分析の活動分析結果 
タスク 
（活動） 

事前状態 課題の洗出し 課題の階層化 ポイント 
 洗出し グルーピング 関連づけ レビュー  

個人で 
行う場合〔A〕 

 

いくつか課題
が洗い出され
ポストイット
が複数用意さ
れている． 

＜個人＞ 
で洗い出す 

＜個人＞ 
洗い出した課
題をグルーピ
ングする 

＜個人＞ 
グルーピング
した課題の関
連付けを行う 

＜個人＞ 
他の人がつくっ
た課題分析を見
て，自分のもの
と比較する 

・すべて個人の
ため時間が必
要 
・正誤は RM モ
デルで客観的
に確認させる 

グループで 
行う場合〔B〕 

いくつか課題
が洗い出され
ポストイット
が複数用意さ
れている． 

＜個人＞ 
で出したもの
を 
＜グループ＞
で共有 

＜グループ＞
で共有した課
題をグルーピ
ング化する 

＜グループ＞ 
グルーピング
した課題の関
連性を共通で
行う 

＜グループ＞ 
結果を見ながら
ディスカッショ
ンし，さらに整
理する 

・個人の活動は
洗出しのみ 
・課題の洗出し
活動のスキル
は向上が期待
できる 
・課題の階層化
は個人差が出
る 

グループで 
行う場合〔C〕 

いくつか課題
が洗い出され
ポストイット
が複数用意さ
れている． 

＜個人＞ 
で洗い出す 

＜個人＞ 
洗い出した課
題をグルーピ
ングする 

＜個人＞ 
グルーピング
した課題の関
連付けを行う 

＜グループ＞ 
結果を見ながら
ディスカッショ

ンする 
その上で， 

＜個人＞または
＜グループで＞
再整理する 

・課題を洗い出
したサンプル
はあらかじめ
多めに用意さ
れている必要
がある 

 
（3）課題分析の活動分析を踏まえた実践 

（2）で検討した手法を用いた課題分析の学習活動を初学者にも受け入れやすい手順に整理し，

その結果を踏まえて実施した．改善を重ねて，事前学習の強化，グループ活動内容の可視化，振

り返りの在り方などについて検討をした．[3][投稿中] 

・課題分析についての説明  

・例示（算数）：実際に完成した指導案を用いて，課題分析図について紹介する 

・課題分析図の作成（グループワーク） 

 練習① 用意された課題の階層化を中心 

 練習②  課題の洗い出しを中心 

＊区切りの良いところで，振り返り活動を導入した。 

学習者は課題分析活動を概ね好意的にとらえ，その魅力については受け入れられているよう

であった．グループ活動の結果から，誤りが起こりやすい箇所が見えたため，その部分について，

小テストの実施，内容の補足，チェックリストの提示の工夫を行った．改善によって正確に作成

できる割合はしたが，一定数の誤りは見られた．本提案手法の効果があることを確認することは

できたが，授業で提示した練習内容を授業の中という短時間で理解し，その上で，具体的に課題

分析の検討を行う場合，内容や表現の理解などには個人差もあることが見えた．本研究の計画段

階では予想がつかなかったコロナ禍によって，学習活動の形態が複数パターンできた．これによ

って，実験的手続きに限界があった一方で，振り返りのタイミングや活動形態の組み合わせ方に

よる差を確認することで，新たな発見も期待できる．この点については，今後分析を継続し成果

発表を目指していく． 
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